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竹や笹の類t土地下茎がつぎつぎと伸びる所謂超個体| 筆者は20余年、これ等を採集L てきたので、自己の採
的個体で、同一種績が大群落をつくっているので時に 1:集した材燃によって図説したいと思号。
開花①ずる様なことがあると全部が一度に枯死する。| 開花した種類一竹や笹は種子植物の 1群であり、
その時にはヤ〆ヶ、マ〆ヶ、ハチグの類②には果実を| 当然開花すると恩われるが、シカタダケ〈方竹〉、タイ
殆んどっけないがこれ等を除くと大抵のものは結突す| ワ y マfj"ヶ、シヤヨタY チグ等は 1図も開花した記録
る。その中でもよく稔るものは、グマイサザ〈チマキ| がないのである o $ 'カグダケは稗が角で、奨のグリ戸
ササ〉、 スズグヶ、メダケ. ネマガ] } fj"7r， ミヤコサ |νが特に優れているので広く世界の温熱滑に栽培され
サ、アズマササ等で他の種類では極三僅かL か結突を| ているL 、タイワジマ〆7rは台湾等で最も広く殺i脅さ
みない。 も れ℃いる竹である o $ 'ヤコタY チグは稗に美Lい斑が

一部に生存の部分があって、後日この部分から発育の| であり各地に広く栽培される。それで織物の採集家が
始まるのが普通である。しかし、スズグケ類などでは| 誰でも採るが何れの標本庫でも花を見たことはない。
全部が結死全波L 、次の代は地上に落ちた果実から発 Ij訟も随分、気をつけてきたが山野で見たことも聞いた
芽L て薮になるのである o 、1 、 九 ， Iことも無い。何れも花を見ないのは不思議なことであ
開花現象は、づO ! l ' チグや永ウライチグ属などは上の| る。ォカメササ属は日本に 1種、中国に2 種が知られ
開花の現象と異って 1群〈薮〉の 1 - 2稗が毎年続いて| ているが、訟はかつ. て開花したものを見たことがな
開花する。この様な咲き方は竹や笹では珍らしいが、
花I" j : 毎年見られるのである。ホウライチグは九千1'1'1:は
よく花が咲くカ宅条件がよく似ていると思えるのに四国

ぃ。竹の先輩や同好者にすカメササの花について尋ね
てみても、一向知らないのである。たすご、牧野先生の
お書きになったものにはよく咲くと書いておられるが

太氏の報告〈文献、 9，34βぺ戸ジ〉によるとイ y ドの| 故竹内叔雄博士にも、内因繁太郎博士にも伺ったが、
ヒマラヤ山の 230-350 m  に生ずるヒマラヤグケ①は| この両元老も見たことがない由であるる。京都大学の
毎年開花慨すると言にふある。モウソウグケは| 標本障にも、科学博物館の中にも標本がなく、余程花
特殊な開花をするもので、 1騒の中で 1;;<伝の地下茎の| は珍らLいものであるう。
みが開花し、同ーの群が2 つに分れた行動をすること| 竹や笹の果実ー苑芽期間カ鴇くて採り跨きするとよ
が見られる物Z普通である。この様な開花の方法は趨| く生えるが、一度乾燥すると発芽力を失フてしまろ。
個体の訴としては珍らしいことで怠る。 Iよく山野で開花枯死した薮に出会っても、卒天の続レ
竹笹類が開花すると枯宛ずるので、用材に不足をき! た時など、絶対に生えていなか。それで、採種する時
たしたり、果実が食用になったり、港下した果実を食しには湿ったヰと混ぜてガラス管に詩あて持ち帰ると殆
べるためにノネズミ織り、果実が欠乏すると山林樹| んど 100%地えるのである。よく発芽鞠語いとか
木を食害したり、 llrの竹が枯死して山I誌が裸出L 、.大 l聞くことがあるがそれは乾燥したたb である。
洪水が起ったりするので、しばしば社会の問題として| なお、今次の太平洋戦争中には、北海道、岩手、群
取り上げられてきたo LかL 果実そのものについての| 馬、岐阜、長野等を中心にしばしば広範囲の開花が続
報告は斬片的なものが 1 - 2 しかない。 I: き、沢山に結実 L たのである o との果央② を食用に

①明治中期までは竹の 1度に開花枯死することは奇現象とj思われたらL く、次の新聞記事から一般人が竹
に関する知識の立昨日に乏しかったかが伺われて面白い。 ー

. 即ちスペルロ戸の日本竹譜 (Sporry :  Die Verwendung des Bambus in Japan(1903))の7ぺ戸ジに r18
93年 8 月30日の毎日新聞に岐阜県杉野村八幡神社の薮が稀有の光景を呈し、全薮の竹が皆開花し、朝から助
まで見物人が群集L 、近隣のものは皆、この変異にま憲く dJ とある。

②，吋dt'7rlt果実を見たと報告した人があるが、訟などは〈文献1 ' 1 ，18) 何回も開花現場を観察調査し、ま
たぞの度に人を頼んで調査したが未だ 1個の果実も得たことが無い。しかし故近野英吉氏の報告〈文献23)に
は結実したものが発芽して笑生苗を作った言巨与と首の辱呉まで公にされている。

① ヒマラヤダケ〈新紘) Arundinaria falcata Nees in Linn. }X， p. 478 (1834)。
@ 竹や笹の呆突には虫がつかないと書いているが、半乾きのものにはよくコクゾウムシ〈翰麹類3 が付。く。
保し一皮よく持したものはコグゾウムシ等はつかなかのである。
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するために、在郷軍人、学生、生徒、民間人の徴用な I ( 8 ) 農商務省: 熊笹実の分析〈同誌〉
どを行ったほどである。果実はメY として、或は小麦と| 明治16年、山梨県の山野から得た果実について詳
まぜて粉末にして、民間即給までL たのであるo とこ| しい分析表がのっている o 当時も売東が行われたと
みが岩手& をは姫娠L た婦人が流産した等という惨事が| 見えて 1升金4銭であった由、夢の様な安レ値段で
起ったのである。当時この原因をつきとめるため、弘! 怠る。
は文部省から科学奨励金を貰って岐阜、長野に旅じた| 因みに昭和21年 8 月に忍は長野県戸穏山箆で 1升
ことが2らった。幸いに、アルプスの乗鞍岳の山中で、 I  30円で買った。明治17年に比べると 750倍の暴騰で
果実の中に麦角菌の混じ℃いるのを突きとめて大いに! ある。
主喜んだのも当時の大きい思い出である。その一部も図 I( 9 ) 柴田雄太: 竹実の生毒事〈東洋学芸雑誌、第 227
示しておいた。挿スの図は総て原図で、同室の岡村は| 号、明治.33年〉
た先生の手によったものでるる。問先生に厚く感謝し| 内外の竹の生態について詳論がのせてある。特に
たい。 I 種子の発芽、開花の現象が詳しい。種子の発芽は立
最後に繁を省けるために、今告に発表された花及び

果実に関する主な文献紹介をしておきたい。
文献

派な図示がL てるるq
:  ('10) ロイブ O s c al" L o e w  :  O n  t h e  F J o w e r i n g  o f  

8 a m b o o  ( 長科大学、明暗報告、第6 巻4 号、
明治38年〉( 1 ) 白雲山人: 竹実の言e ( ササノミのキ) ( 天保 3年〉十

飛騨の高山を中心として、グマササ〈室弁云グτ

ユイササ〉が調花結実し、その結実の状態や採集の状
，況が木版刷りでスれてある。最後にササウオ〈笹魚〉
の図カ濁せてある。

モウソウの竹林の開才出hの土壌を分析調査して、
開花は養分の欠亡のたあに: 揺ることを記述した。
( 1 1 ) 堀正太郎: 竹開花病の原因 〈長率試験場報告、

第38号、明治44年〉
英の後、嘉永3 年には近畿地方にも開花結実した! 明治4昨を中心1::'.>、秒、グロチグ、ゥ: / ' f " : / チ
ので 5箇所を担して制仮( 近畿篤〉カ泊された。 i グ等地は開花L て大被害があったので品商務

( 2 ) 金芝山人: 新編竹米者〈写本) ( 嘉永 3年) 省、農事試験場で 2 - 3 年間実験して原因は地球不
日本及び中国の竹の突に関ナる文献を集め》詳し| 良、気候の卒越のためだと結論を出L た。

い解診U1，L てある。 I e12) 川村清一: 竹類詞花の原因! こ就て ( 指物学雑誌
i 次々と意見洲口えられ、約言、附録、補遣、後考 l 第25巻、 294，2耽 296号、明治44年〉
などがついているo 古来の諸文献を照し、各種類毎に開花年代を表示

( 3 ) 山本錫夫、秀夫、章夫、君主失: 竹米場 〈写本) : L 、竹の開花肘約60年を週期とL ておこることを突
( 嘉永年間? ) き止め、 .60年を一期とする週期説を主張L た。
山本四兄弟の嘉永年聞の竹突の実況、食べ方、銭! なお、同氏の適期説は次のものにものっている。

鐙に食糧としたこと等の報告物であるo 理学界、第 9巻、第2 号〈明治4 4年) : 理科教育、
( 4 ) 穣弁勉: 竹嘉穂会〈林学協会集誌. 8号、明治15年) : .第4巻、 5 - 6 号〈大正10年) : 日本植物学議事号、第

i 竹の花について、うまく綴めてあり、なかなか面 3巻、 4号〈昭和2年) : 科学: 知識、第23巻 6号〈昭
和18年〉

( 5  ) ' 南石外史: 竹米の設〈同誌、 9号) (13) 坪井伊助 8 本竹類図譜〈大正 3年〉
- ' 桜芹氏の説と簡を具にして古今の説が緩めてあ; ・各種の竹の写生図が原色で出ている。鈴は拙いが

るo ‘ 〆 原色であるのと数が多いのとで参考になる。
:  (14) 川村清一: 竹類の結実に就きて 〈理科教育、第

小出翁の言ろには嘉永の年に、・但馬にも大いに開 t1  ・ 4 巻、 8 号、犬正10年〉
花的死して、ただモウソウのみが情死をまぬがれた:
のである。当時は臓の原因は菌の触のために起! 旭 7，時国に鹿児島、宮崎、熊本県下にホテイ
トると言われ、開花竹林の伐採♂焼却は開花防止に効| チ付朝花枯死L たが果実は 1ケもス手出来なかつ
がある等と説いてある。 た。
(7 ) 松村佳三: 熊笹結実の解穆 〈同誌、 33号、閥、治

17年) |  治40年を中心に全国的に開花し、時聞をかけ℃果実
開花は菌のためで無くて、 60年を週期としでお号。|
る生理現象であることを説き、開花と凶作とは無関 l を探したが全然得られなかった。
係であることが解いてある。 なお、オカメササは皆よく開花結実する。
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，〆

〈大日本山林会報為第526号、大正15年}，
嘗てマダケが全国的に花が咲いで、竹材が暴騰し
たのでシラカワグヶ、ハチクを代りに施肥して太く
育て、マ! . 1 " ケ材に代る様なものを栽培せよと言ろの
である。また開花後の管理について詳じい。
(16) 内田繁太is: 竹実f/)記〈農業及園芸、第品巻、

4 号、昭和4 年J
日本及び中園、の主要文献の解説、竹突の性質、成

分、利用法、発芽及び成長、凶年との関係等につい
，. " c 詳しい報告がある。
なお詳しい古文献の紹介はうれしい。

(17) 近野英吉: 孟宗竹の謝花と其母子茶統に就て
([ll林、第577号、昭和 5年〉

'  

i. 神奈川県のモウソウ竹林の開花様式についての報
告がある。
(18) 牧野博士! こ園芸纏物を豊富< ( 実際園芸、第16巻

1 号、昭和 9年) .:.. "， 
I 木原均イ並河功教授などの座談会の記事で、牧
野、木原両博士はマ夕、、ケの突を探したが全保果実が

J 得られなかったこと、不稔の原因は自花不和合によ
る。モウツウの実生は容易なことなどについての記
喝事がある。、 J  

(19).木暮藤一郎: 箱根地方の野鼠被警と其の謝策
〈山林、第647号、昭和11年Y

1 箱模地方のハコネグケが昭和 8 -1(r-竿に亘って 1
' 万数千町歩の笹が開花結実L 、多くのネズミが集つ
1 た。それを食い尽L た秋演よりスギ、ヒノキ、 :γ y '

ヤプシ等の樹木の周皮をかじり、多くの樹木が治苑
;1.た。一
殺鼠剤Fこ尽11月より 4 月まではチプス菌、夏季に

:j!!!.硫酸〉が有効で

(23) 近野菜吉: 竹本本持にマダケ林の開花現象とその
恢復策に就て 〈山林泰幸在、第32巻、 3号、昭和
12年〉
各種の開花現象について、最も前回な報告物であ
る。持tこJ欧復策について詳細な記録ぐがある。
この報告の中には沢山の実生の記録がある。スズ

ダケは発芽tこ2年を要する。マダケも結実すると言.
号。自然に生えた実主主は 6年で 2 mになった報告が
ある o ( 室井云〉マとケの突は他の学者 I' j ;設も実
見したものj主無い。竹の元老である牧野博士も¥ 川|
村清一博士も随分調査しても見ることが出来なかっ
たと報告されている。

(2q) 来弁亀彦: カシザシチクの結実一〈鹿児島県天然
記念物調査報告、第4輯、、昭和13年〉
カy ザ y チクは鹿I尼島県から沖縄にかけて重要な

夏季の読菜主笥を食用にするために栽培されるメダ、
ケの 1 種である。昭和初年より、県下各地の島々に
~ 開花枯死して大被援を受けた。よく結実するたるに

い荒L た。果実はよく発芽して苦は15年位'Q' 1:人前
の太さに成長する。
結実と鼠の害及びカ γザジチクの開花年表につい
て詳細な報告がある。" ' -
(25) 岩田久敬: 松及び竹の実についてて教育農芸、

第 9巻、 1 - 2号、昭和15年〉
グマイササの外、 8 種の果実について外形、調製

法、成分、食用法について詳説がある。特に成分、
食用法について詳しし、。
(26) 泰子事春: クマザサの実も食糧資源! こ 〈写真週

報、 昭和16年 8 月20日〉
長野県西駒岳一帯のグマザザ〈皇室井云ぉ突はタマ
イササ〉が開花結突し小学生が往復 25kmを歩いて

ある o ・ :コ I  - 笹の果実の採集に出かけた採集写真報告書。
く20) 近野菜吉: 竹の開花! こ関する記憶に就て 〈日本 I(27) 内田繁太郎: 笹の実と節米( 農業と経済、 第 8

林学会誌、第16霊長、 7号、ー昭和 9年 ) . ・ 巻、 11号、昭和16年〉
開花対策や開花経過の詳説があって、竹林経営者| 太平洋戦争で食糧が欠乏したので径の突の食ぺ方
を稗益ナ為実用論文である.0 ( ，'  "，. .:" 

。1 ) 牧努富太郎: 裁が目本の竹類〈牧野全集、植物集 I(28) 岩国久敬、中島茂八郎: 竹実に就いてベ日本長
説、: よ、昭和10年) 芸化学、第四巻、 12冊、昭和17年).， • 

竹の果実の栄養化学的研究についだ詳細な分析表
ィる。しかし全集だけに立派な写真ぷ品仏紙もよく、 l がのせてある。
- 読みやすい。縞物学的に正確な記載があるの宅一読 I(29) 書記員週毅: 笹の実 〈第285号、昭和18年) .
! をすすめたい。
(22) 同 ・: 竹のi E ( 牧野全集、摺物集説、下、

昭和11年〉
竹や笹の正確な記事が怠り、是非一見を願い度い
文献でおる。 a ー

. .昭和18年の夏に岐阜、長野両県に亘ってチヲキザ
サが開花結実した。その果実を採るために小中学生
や勤労報国隊の採集、調製の写真報告Jである 0 ・

.第13巻、 9 号、昭和26年) " ぃ・
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Fig.2 

Fig.1， モウソウよダヶ Phyllostachys heterocycla' 
var. pubescens Ohwi 

頴果は線状彼針形. 背面に深い潜が 1条ある。先端

m m、長さl l m m、外窓は2 2 - 2 3 m m、内患は2 1 m m
であ・る''0' ": }; 

沼悶選民 (30)によると完熟L た100紘の種子の目
/  守、方は、 1.22gである o

図の材籾は千葉県市川市 (Oct. 6， 1938)で右閏翠
川氏の採ったもの 0 " ¥  

Fig..2， ホウライチク Leleba multiplex Nakai 
、果実は飴色、先端極〈僅にくびれる。このくびれ
上り頂端に徴毛を生ずる。果実の上部73位のみ光沢
があり、下部は光沢が無い。背部に部ρ1条の溝が
、おる。大きさは径:2.5-2.8mmで長さ 9 - 9 . 5 m m、
. 先端に柱顕治潜千残る。患は先端が尖り、頂部は永
久に存在する。外頴は長さ 1 5 m m、内頴は 12I11l1l"0
. 外頴が遥に長い。果実は惨と共に100紘で2.2旬、果
実のみでtま2.14gである。‘

図の材料は箆鬼島県上京怨I射 (Aug. 17， 1953) で
岡村はた氏及び重量弁沿線ったもの。
Fig.3; トウチク Semiarunclinaria Tootsik Muroi 

果実は披針形で色はやや部ρ小麦色〈茶褐色〉、径
， 2 . 5 - 3 m m，長さ 9 m mで背面に部ρ潟が1条ある。
先端に0.7mmの花駐が残存する。内外頴は1 0 m m内
外で先端は枯れて朽ることが多い。果実は 100:f.立で
2.10gである。
材料は西宮市香櫨閤 (Sept. 25， 1947) で室弁の

採ったもの。
Fig.4， スズ〆ヶ Sasamorpha purpurascens Naka1  

果実は濃い茶色、殆んど球形に近い楕円形で 1方
に曲る癖がらり、光沢がある。乾くと大型の鍛が出
来る。大きさは径 <l m m、長さ 6'.5-7.5mm、先端
に花柱の残部が践につく。外擦は 9 m m、内頴は 8
m m 内外、生時は美しい紫で後に薄茶色になる。
: ; ! 内問繁太郎先生 (1めによると 100cc の重量は
55.6g で数は1，480訟である。
ぃ図の材料は日光、中禅寺湖畔でくAug.14，1950)
で室井の採ったもの。
Fig.5， ' カシチク Chimonobambusa marmorea 

Makino 
果実は黒色、強、、光沢がある。大きさは区々で花
序の下部に結実したものは長惰円形、・上部に着くも
のは按針形である。多くは径1.5-3.5mm、長さ9.5
' m m、乾燥すると半分以下の太さになり、全面に餓を
生ずる。先端には湾曲したi ~ 2 m mの花柱が残得す
る。差異は品際色で外頴は6 . 5 - 7 m m、内霊長はやや撞
く6-o.5mmで果実より渇に短い。
京極の特徴は果実の大きさの巾が大きいこと、果
実は内外頴より主主に長大でまは裸出していること、
果実は真呆で乾くと半分以下のみすぼらしいものに
なってしまうことで他種の笹で見ることの出来ない
特徴がある o I  ，" ，.:' 

材斜は大阪府箕面 CJun. 19， 1953) で岡村はた氏
と室井の採ったもの。

Fig.6，メ〆ヶ Pleioblastus Simoni N込i:ai
i果実は滋針形、茶褐色、生時は光沢があるが乾く
と下部には織を生ずる。太さ径 3，"，:，3.5mmも長さ12

，る。内外頴は盛子と同長或は. や L短〈、先端部は多
J くは始死するコ種子の完害事、時には褐色になるつ果実は
移と共に100.fr立で8.26g、果実のみでは7.91gであるつ
本邦産の竹、笹の果実のうち、最大である。
材料は兵庫県西脇市( Jun. 19， 1952) で問中兼治 畠

氏の探ったものo
Fig.7， ウロュウササ
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に鍛が見られる。腹部の
E警は殆んど見られない，0

太さは径 2.，5 - 3 . 5 m m、
長さ 7.5'7'"'8 m m、労5端に
は庖く僅 1 m m 内外の

。. 花住が残存する。外頴は
1 1 m m、内装は短く 9 m m

u却 'U!I 内外で開花の時には紫色

F'ig. 5  

Fig.6 
果実は茶色、径2 . 5 m m，長さ6 - 6 . 5 m m、花柱I'a:W!
〈僅に尖る。差Eは先端が尖り、外濠は 7 m m、内頴
は8 - 9 m mで内家が長い。
材料は岩手県遠野町 (Aug. 12， 1952)で君主村祥ご

'氏iJ'探った。
Fig: 8， ニ'Y = rウササ Sasa nikkoensis' Nakai 
果実は茶褐色、光沢があり、乾いても殆んど織が
出来ない。腹部に極〈僅かの 1条の溝が; t る。太さ
は3 - 3 . 5 m m、長さ 6 . 5 - 8 m m、先端に僅に突起が
ある。窓口: 短く巾が広い。外頴は 9.5mm、内装は
1 0 m mで極く僅に内答が長い。
材籾は日光、国代ケ原 (Aug. 14， 1950)で皇室井が
採った。
Fig: 9， チシマササ Sasa kurilensis Makino et 
Shibata 
果実は黒い茶色で小判形、上下殆んど同ーの太さ
で丸味がある o 生時には光沢が強い。乾くと極く僅

Fi!!.7 E  で頗る美しし、o
岩田、中島両氏'(28)
によると 100cc の室長は
70gで、数は1，568位であ
る。
この笹t工会山が調花す
ると言ろことは珍らしい
が、 1940年競馬県赤城山
では広〈開花結実じて草h

a 事中の食糧にした。
材殺は; 京滅山(Aug.'l，
1940) で山本制民の採
ったもの。

Fig. 10， ! 7 マイササ〈チ々
キザザ・タカヤマササ〉

， .  Sasa paniculata M a錨no
果実は茶褐色、精円

形、生時は光沢があるo
d 乾〈と腹面及び下部に大
小区々の織が出来る。太
さは径2 . 5 - 3 m m、長さ
6 - 7 m m、先端は極〈儀

Fig. lO の花住の残存物がつく。
他の果実と臭って腹商に瀧口: 殆んど無い。外震は 9
m m内外、内頴は 7 - 8 m m、両方共にr[Jが狭く果実
は裸出する面がある c
岩田、中島両氏 (28) によると 100cc の霊量は
73gで数は3，042栓である。
北は北海道から本1 +1北、中部まで長も広く; 庭も多
く分布する笹で、各地でいましぼ大開花繕突して多
くの山民を喜ばせたものである。
日本で食用にするのは殆んど本種である。他磁は

極〈僅かスズγ"l.r、チシマササ、メダケ、ハヨネグ
ヶ、ミヤコササ等を数えることが出来る。

Fig.11，菌該 Claviceps purpurea (Fr.) ， T ul. ，.， 
麦角良日ち菌該は円筒状で細長く、中央部の関断面
は美しい淡紫色で筏円形又は紡錘形、頂端或は両端
に向って細まる。一般に湾曲することが多い。色は
熟紫褐色或は淡紫褐色である。表面は亀裂L 、少L
粉自を帯びる。大きさは巨大なもので径 6 - 7 m m、長
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さ2 0 m mに及ぶものがあ
る。
材籾は岐阜県平湯温泉附
近 (Aug. 27， 1942)でグマ
イササに着いたものを室井
が銀った。今
この菌核はグマイササ

〈タカヤマササ〉の 1 穂中
に 2，3個、時に数個が着き
若いものはさ精液を分泌L 、
な担うると頗る甘く、え1";1-
日メイが群つてなI b てい

k  
< >  

、合一J

/  
'，.，'I' '-'-;-

(p.230 から〉

L  

fflJ 

C はイナゴの歯が 1個間中に有ったのみで、事〆オカラ
F。νボとチヤバネセ予1 ) iま飛び乍ら捕食したものと考
えられる。
之等から見て京種はハチ類や特別の昆虫を除いて
は，時季と場所によっ℃適応した昆虫を殆んど何んで

1  もお] 食ずる様に恩われる。，

南下し始めるのであるから、たとえそれが同一個体で
ないにしても本彊全般から考えると英の蕃殖地にある
期聞は甚だ短い様である。
叉佑長、本種の記録が甚だ少いのは、第一にその渡
りの際の一定箇所の滞在日数カ::t也鳥類に比して還に短、
時日である事、第ごに池上に下りて休憩する箇聞が極

又? 積化しやすい地上のタモ類も捕食しているのかも| めて限られた場所である惑と、震三に地上にあっては
知れない。 、極めて発見し難い事等の関係である。紫外連年殆んど
今回の観察は以上の通りであるが、今本盛の我が国| 定期的に渡りを行っていても今蓮見逃されていたとい

に於ける渡りを上記僅少の記録から考えてみると春季| う可能性は大いにある。それであるから我国には感め

ていないが5 月中下旬とみて差しっかえない。この場| っている旅烏であるか、今後数年間の連続的観察が必

， 関東に於ては記録はないが関西以西では上記の通り 7 I今後年々少なからず発見されるのではないかと考え
/  月中下旬より断片的目、 9 月下旬こ達して、この場| られるo N問、人家近くでも、人通りの道ばたにして

合は幼鳥が多い。まM可なる鳥類でも春季の渡りより秋| も、海岸近くの一寸した砂地の畑の〈農作物や草のな
季の渡りの場合が裁も多く叉、春季全然みられぬ珍稀| い〉中が本種の発見可髄の場所である。しかし、本年
種でも秋の渡りには聞A 出現ずるもので〈ツルシギ等 IJ受殆んど遠目、塩田の中を探したが他のy ギ、チド P
の例外はあるが〉、之は蕃殖したその年の幼鳥が混ず Ii" J : I . 、ても本還を発見する事は出来なかった。
るからである。 y メメチドリの場合でもこの様な関係 I (Sept. 1952) 
で秋の渡りに比較的多く発見されるものであるう o - I白追認 その後京極は昨年 9月10日に東京羽田に於て
1-今回こ 5 月中下旬に本州主f通過して 6 月初旬に本屋| 米入、ドグタ戸・スミスが遂に 1羽の幼烏を発見採集
が審殖地に到達しても、平くも 7 月中下旬より本州、lを したと云ろ報告を聞いた。

.，!'; .， 
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